
が
息
の
合

っ
た
ダ
ン
ス
を
披
露

し
た
。
訪
れ
て
い
た
保
護
者
ら

か
ら
歓
声
や
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
た
。
　

　

　

（
藤
井
雄
次
）

。
久
保

田
酒
造
の
大
吟
醸

「
相

間
」
で
、
七
百

二
十
、デ
腸

の
瓶

に
、
石
川
県
小
松
市
在
住

の
イ

ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ナ
ー
森
秀

一

さ
ん
が
手
書
き
し
た
ラ
ベ
ル
を

貼
る
。

応
募
は
電
子
メ
ー
ル
で
、
ラ

ベ
ル
に
入
れ
た

い
メ

ッ
セ
ー
ジ

（
二
十
字

程
度

）
を
添

え
て
の

“
庁
”
‘

『
◎
２
（ヽ

「
●
パ
Ｌ

Ｉ

∽

”
府
”
〓

”

け

へ
。

当

選

者

に

は
メ
ー
ル
で
知
ら
せ
、
地
酒
は

届

け

た

い

相

手

に

直

送

す

る

（
父
の
日
指
定
も
可
）
。
◎
同

推
進
室

＝
０
７
７
６

（
５０
）
２

０
８
２
　

　

　

（
中

田
誠
司
）

デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
の

福
井
オ
ー
プ
ン
開
幕

坂
井
市
海
浜
自
然
公
園

第

四
回
福
井
オ
ー
プ

ン
デ

ィ

ス
ク
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

（
日
本
デ

一
欅
レ
ゴ
励
″
協
摯
」
畷
策
が

の
市
海
浜
自
然
公
園
デ

ィ
ス
ク

ゴ
ル

フ
特
設

コ
ー
ス

（
十
八
ホ

ー
ル
）
で
始
ま

っ
た
。
三
十

一

日
ま
で
。

競
技
は
ゴ

ル
フ
の
ボ
ー
ル
の

代
わ
り
に
フ
ラ
イ

ン
グ
デ

ィ
ス

Ｉ
ｊ
こ
´̈
〓
ど
″亨
■

舗
当
番
医

編

◇
福
井
市

【
内
科
】
市
休

日
急
患

セ
ン

タ
ー
＝
城
東

４
、
０
０
７
７
６

（
２２
）
２
０
９
９
、
前
９
～
後
Ｈ

【
小
児
科

】
県

こ
ど
も
急
患

セ
ン
タ
ー
＝
城
東
４
、
０
０
７

７
６

（
２６
）
８
８
０
０
、
前
９

～
後
Ｈ

【
外
科
】
宇
賀
治
整
形
外
科

医
院

＝
宝
永

１
、
０
０
７
７
６

ヽ
И
■
ン

，
ツ
ー
ｔ
ヽ
′
２
ツ
、
キ
リ

，
′
　
‐
レ
台
く
ヽ
＞

ク
を
使
い
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
型
の

専
用
ゴ
ー
ル
に
何
投
で
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
か
を
競
う
。

大
会
は

エ
リ
ア
プ

ロ
ッ
ク
八

大
会

の
う
ち
の

一
つ
で
、
茨
城

、

東
京
、
山
梨
、
愛
知
、
新
潟
、

福
岡
な
ど
か
ら
も
参
加
者
が
集

ま

っ
た
。
プ

ロ
部
門
に
二
十
三

人
、

ア

マ
チ

ュ
ア
部
門
に
四
十

一
人
が

エ
ン
ト
リ
ー
。
県
内
か

ら
は
プ

ロ
ニ
人
、
ア

マ
チ

ュ
ア

六
人
が
出
場
し
た
。
昨
年
度
の

日
本
チ

ャ
ン
ピ
オ

ン
の
梶
山
学

さ
ん
（福
岡
）
も
参
加
し
、
華
麗

な
技
を
披
露
し
て
い
た
。
参
加

者

た

ち

は

初

夏

の

日

差

し

の

中
、
日
本
海
か
ら
吹
く
風

の
強

さ
や
向
き
を
読
み
な
が
ら
、
起

伏
に
富
ん
だ
最
長
百
八
十
肝

の

コ
ー
ス
に
挑
戦
し
て
い
た
。

兵
庫
県
か
ら
参
加
し
た
女
性

７
７
８

（
５‐
）
０
４
７
８
▽
一局

野
医
院
＝
河
和

田
町
、
０
０
７

７
８

（
６５
）
０
２
３
６
、
前
９

～
後
５

◇
越
前
町

整

形

外

科

大

城

医

院

＝

江

波
、
０
０
７
７
８

（
３２
）
３
５

０
０
、
前
９
～
後
５

◇
越
前
市

林
病
院
＝
府
中
１
、
０
０
７

７
８

（
２２
）
０
３
３
６
▽
佐

々

木
医
院
＝
粟

田
部
町
、
０
０
７

，′
，
フ　
ヽ
０
４
ン　
りヽ
りヽ
りヽ
，
ソ、
４日
′ヽ

初夏の 日差 しの下 、熱戦を展 開する参加者 ら =坂井市海浜 自然公 園で

は

「
一
回
目
か
ら
大
会
に
出
て

い
る
。
開
放
的
な
感
じ
の
所
や

難
し
い
所
が
あ
り
、
面
白
い
コ

―
ス
だ
と
思
う
」
と
感
想
を
話

し
て
い
た
。
　

（
本

田
優
子
）一

ぉ
が
世
ソ
げ
ま

一ｉ

森
田
　
ヒ
サ
ノ
さ
ん

（
も
り
た

。
ひ
さ
の
）
３０

日
死
去
、
１
０
１
歳
。
福
井
市
大
久
保
町
４

の
７０
。
通
夜
は
３‐
日
午
後
６
時
、
葬
儀
は
１

日
午
前
９
時
半
か
ら
ア
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
東
部

（
西
方
１
の
１
の
Ｈ
）
。
喪
主
は
長
男
宣
栄

（
の
り
え
）
さ
ん
。

小
林
　
敬

一
さ
ん

（
こ
ば
や
し

。
け
い
い
ち
）

３０
日
死
去
、

８２
歳
。
福
井
市
松
本
３
の
２９
の

１
。
通
夜
は
３‐
日
午
後
６
時

、
葬
儀
は
１
日

午
前
１０
時
か
ら
高
本
翠
光
苑

（
高
本
中
央
２

の
３
４
１
２
　
〔
ｏ
０
７
７
６
１
５７
‐
５
５
６

６
）
。
喪
主
は
長
男
清
直

（
き
よ
た
だ
）
さ

ん
＝
小
林
佛
壇
店
経
営
。

「
父
は
小
学
校
長

を
務
め
ま
し
た
」

竹
若
　
明
國
さ
ん

（た
け
わ
か

。
あ
き
く
に
）

３０
日
死
去
、

８‐
歳

。
福
井
市
上
森

田
４
の
１

２
０
１
。
通
夜
は
３‐
日
午
後
６
時
半
、
葬
儀

は
１
日
午
前
１０
時
か
ら
ア
ス
ピ
カ
ホ
ー
ル
森

田

（
八
重
巻
町
３
０
１
）
。
喪
主
は
長
男
直

彦

（
な
お
ひ
こ
）
さ
ん
　
会
社
員
ｃ

松
村
　
善
弘
さ
ん

（
ま

つ
む
ら

・
よ
し
ひ
ろ
）

３０
日
死
去

、
７８
歳

．ヽ
福
井
市
下
訪
生

田
町
２６

の
３９
の
１２
ｏ
通
夜
は
３‐
日
午
後

６
時

、
葬
儀

は
１
日
午
前
９
時
半
か
ら
ソ
ー
ト

フ
ル
春
日

（
大
町
２
の
１
０
０
７
　
０
０
７
７
６
　
３５

１
８
８
７
０
）
。
喪
主
は
長
女
の
夫
開
琢
也

（
ひ
ら
き

。
た
く
や
）
さ
ん
。

山
本
　
社

２９
日
〓

３
の
１

葬
儀
は

―
ル
〓

喪
主
け

ん
・
〈

堀
江
　
自

２９
日
″

の
２６
（

は
１
日

だ

す
（
か
ギ

で
い
幸

野
形
　
レ

去
、

“

３３
ｏ
蒲

午
前

ｍ

落

町

ｎ

（
か
ギ

内
藤
　
塾

日
死
土

通
夜
け

前
９
」

市
水
菫

一

（
一 藤 を ご


